６　調査の概要　
神奈川県衛生統計年報に掲載する統計（人口を除く。）に関連する調査の概要については、次のとおりである。

（１）人口動態調査

ア）調査の目的

我が国の人口動態事象を把握し、人口及び厚生労働行政施策の基礎資料を得ることを目的とする。

イ）調査の対象及び客体

「戸籍法」及び「死産の届出に関する規程」により届け出られた出生、死亡、婚姻、離婚及び死産の全数を対象としているが、本年報は、平成29年に日本において発生した日本人の事件を客体とした。

ウ）調査の期間
平成29年1月1日～12月31日

エ）調査の方法
市区町村長は、出生、死亡、婚姻、離婚及び死産の届け出を受けたときは、届書に基づいて人口動態調査票を作成し、これを保健所長、都道府県知事を経由し、厚生労働大臣に送付する。

オ）報告の系統

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（２）医療施設調査

ア）調査の目的　

医療施設（病院・診療所）の分布及び整備の実態を明らかにするとともに、医療施設の診療機能を把握し、医療行政の基礎資料を得ることを目的とする。

イ）調査の対象及び客体

医療施設静態調査は、調査時点で開設しているすべての医療施設。

医療施設動態調査は、開設・廃止・変更等のあった医療施設。

医療施設には、往診のみの診療所を含むが、助産所、老人保健施設、保健所は除く。

ウ）調査の期日及び期間
医療施設静態調査は、平成29年10月1日。
医療施設動態調査は、毎月報告(平成29年1月1日～12月31日)。
医療施設動態調査は、医療施設静態調査の結果に医療施設の開設・廃止・変更等の状況を順次加減し、医療施設の状況を把握するものである。

エ）調査の方法

医療施設静態調査は、医療施設の管理者が自ら調査票に記入する自計方式による。

医療施設動態調査は、開設・廃止・変更等の届出に基づいて、都道府県知事又は保健所を設置する市・特別区の長が調査票を作成し、厚生労働大臣に提出する。

オ）調査の系統
（３）病院報告

ア）報告の目的

全国の病院、療養病床を有する診療所における患者の利用状況を把握し、医療行政の基礎資料を得ることを目的とする。

イ）報告の対象及び客体

全国の病院、療養病床を有する診療所

ウ）報告の期日及び期間

毎月報告：平成29年1月1日～12月31日

エ）報告の方法

病院及び療養病床を有する診療所の管理者が作成し、これを保健所長、都道府県知事を経由し、厚生労働大臣に提出する。

　　オ）報告の系統

（４）衛生行政報告例

ア）報告の目的

衛生関係諸法規の施行に伴う各都道府県、指定都市及び中核市における衛生行政の実態を把握し、国及び地方公共団体の衛生行政運営のための基礎資料を得ることを目的とする。

イ）報告の対象
都道府県、指定都市及び中核市を対象とする。
    ウ）報告の種類

年度報及び隔年報とする。　

　　エ）報告の系統　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

都道府県





保健所





厚生労働省





保健所設置市・特別区





病院・診療所





都道府県





保健所





厚生労働省





保健所設置市・特別区





病院・診療所





都道府県





保健所





厚生労働省





保健所設置市・特別区





病院・診療所





厚生労働省





都道府県


指定都市


中核市








